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　令和３年伊是名村議会第一回定例会は、３月
12日に招集され、17日までの６日間の会期で
開かれた。今定例会では、令和３年度の一般会
計予算をはじめ、７特別会計予算について審議
された。厳しい財政下において、限られた予算
を最大限に活用し、さらなる住みよい村づくり
を目標に、全会計予算が可決された。

区　　分 当初予算額

一 般 会 計 28億6,405万8千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 2億4,831万2千円

後 期 高 齢 者 医 療 1,326万2千円

簡 易 水 道 事 業 2億4,550万7千円

農業集落排水事業 6,660万5千円

港 湾 整 備 事 業 908万9千円

船 舶 運 航 事 業 4億245万6千円

育 英 事 業 882万5千円

小 　 　 計 9億9,405万6千円

合　　計 38億5,811万4千円

令和3年度 各会計予算額

（令和３年度予算総括表）

令和３年度予算 総額で38億5,811万円

村民一人あたりに

使う費用は

294万2,878円

村民一人あたりの

村税負担額

7万5,764円

■ 当初予算を原案可決

■ 村の会計は、 一般会計 と 特別会計 からなる

■ 村民一人あたりでは

❶

❶

❷

❷

　村の基本的活動を行うのに必要な歳入、
歳出を経理する会計のことをいいます。

一般会計とは
　村が行う特定の事業や資金を運用する等
の目的で、一般会計と区分して設けられた
会計のことをいいます。

特別会計とは

今年度予算
38億5,811万4千円
（ 　　　　　　  ）

村　税
9,932万7千円

伊是名村
３月末日 人口

1,311人

伊是名村
３月末日 人口

1,311人

=

=

÷

÷

+一般会計 特別会計
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歳出
28億6,405万8千円

（100％）

歳入
28億6,405万8千円

（100％）

議会費
2％予備費 0％

総務費
26％

民生費
12％

村税
9,932万7千円

地方交付税
39％

11億2,500万円

県支出金
22％

6億4,056万2千円

村債
14％

4億840万

国庫支出金
7％

1億9,651万3千円

交通安全対策特別交付金
74万5千円

衛生費
8％商工費

1％

土木費
6％

消防費
1％

教育費
20％

災害復旧費
0％

公債費
10％

農林水産費
12％

諸支出金
2％

区　分 令和3年度当初予算額

議 会 費 6,546万5千円

総 務 費 7億5,275万8千円

民 生 費 ３億5,470万5千円

衛 生 費 2億3,425万5千円

農林水産業費 3億3,454万3千円

商 工 費 3,760万9千円

土 木 費 １億7,954万5千円

消 防 費 1,450万6千円

教 育 費 5億5,564万5千円

災 害 復 旧 費 5千円

公 債 費 2億8,121万5千円

諸 支 出 金 4,880万7千円

予 備 費 500万円

合 計 28億6,405万8千円

歳出　目的別予算額の構成

歳入　自主財源・依存財源別の構成

自主財源

依存財源

分担金及び負担金 550万4千円
使用料及び手数料 1,407万
財産収入 60万4千円
寄附金  2,300万1千円

地方譲与税  2,035万6千円
利子割交付金  5万2千円
配当割交付金  15万7千円
株式譲渡所得割付交付金
  17万5千円
法人事業税交付金　 50万3千円
地方消費税交付金　 2,931万9千円
環境性能割交付金 165万9千円
地方特例交付金  2万7千円

繰入金  1億8,000万7千円
繰越金  5,735万3千円
諸収入  6,072万4千円

■ 歳入・歳出とは……村の収入と、村の支出のこと。
■ 歳入……例えば、歳入に占める割合が多い「地方交付税」は、所得税や消費税など国が徴収した税金の中から
　　　　　 村の財政状況に応じて交付されるお金です。
■ 歳出……歳入を無駄なくつかう細かい計画。各課、各事業ごとにたてます。

豆
知 識

※グラフ中のパーセンテージは、小数点第１位以下を四捨五入し表示しています。

一般会計
予算
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令和３年 第１回伊是名村議会定例会議決結果一覧

令和３年第１回伊是名村議会定例会は、３月１２日～１７日までの６日間で開催された。本定例会に提案された
議案は１７件、同意１件、一般質問には５名の議員が登壇し村政について質問した。議事結果は次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第６号 令和２年度伊是名村一般会計補正予算（第７号）
歳入歳出それぞれ184,006千円を追加し、総額そ
れぞれ3,201,884千円とする 原案可決

議案第７号 令和２年度伊是名村国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）

歳入歳出それぞれ23,760千円を減額し、総額を
それぞれ261,440千円とする 原案可決

議案第８号 令和２年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補
正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ265千円を減額し、総額をそ
れぞれ14,909千円とする 原案可決

議案第９号 令和２年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正
予算（第４号）

歳入歳出それぞれ3,100千円を減額し、総額そ
れぞれ183,200千円とする 原案可決

議案第10号 令和２年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ2,830千円を減額し、総額を
それぞれ107,638千円とする 原案可決

議案第11号 令和２年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正
予算（第４号）

歳入歳出それぞれ261千円を減額し、総額をそ
れぞれ14,184千円とする 原案可決

議案第12号 令和２年度伊是名村船舶運航事業特別会計補正
予算（第４号）

歳入歳出それぞれ20,658千円を減額し、総額を
それぞれ400,143千円とする 原案可決

議案第13号 令和３年度伊是名村一般会計予算
令和3年度一般会計予算を歳入歳出それぞれ
2,864,058千円とする 原案可決

議案第14号 令和３年度伊是名村国民健康保険特別会計予算
令和3年度国民健康保険特別会計予算を歳入歳
出それぞれ248,312千円とする 原案可決

議案第15号 令和３年度伊是名村後期高齢者医療特別会計
予算

令和3年度後期高齢者医療特別会計予算を歳入
歳出それぞれ13,262千円とする 原案可決

議案第16号 令和３年度伊是名村簡易水道事業特別会計予算
令和3年度簡易水道事業特別会計予算を歳入歳
出それぞれ245,507千円とする 原案可決

議案第17号 令和３年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
予算

令和3年度農業集落排水事業特別予算を歳入歳
出それぞれ66,605千円とする 原案可決

議案第18号 令和３年度伊是名村港湾整備事業特別会計予算
令和3年度港湾整備事業特別会計予算を歳入歳
出それぞれ9,089千円とする 原案可決

議案第19号 令和３年度伊是名村船舶運航事業特別会計予算
令和3年度船舶運航事業特別会計予算を歳入歳
出それぞれ402,456千円とする 原案可決

議案第20号 令和３年度伊是名村育英事業特別会計予算
令和3年度育英事業特別会計予算を歳入歳出そ
れぞれ8,825千円とする 原案可決

議案第21号 新たに生じた土地の確認及び字の区域の変更に
ついて

公有水面埋立により新たに生じた土地の確認と、
その土地の字の区域編入 原案可決

議案第22号 物品購入契約の締結について
（地元産品活用支援事業）

地元産品活用事業の実施に伴う物品購入
瞬間冷凍機 ２台・凍結乾燥機 ２台 原案可決

同意第1号 教育長の任命について 照屋 巧 氏　任期満了に伴う新たな任命への同意 同意
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東
あ が り え

江　清
き よ

和
か ず

 議員

Q1
Q2
Q3

村長の政治姿勢

令和 3 年度施政方針

尚円王御庭公園の呼称

東
江
清
和
議
員

村
長
就
任
５
期
目
に
掲
げ

た
げ
た
公
約
の
達
成
、
主
要
施
策

の
展
開
に
つ
い
て
村
長
自
身
の
評

価
を
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

５
期
目
の
出
馬
に
当
た
り

11
項
目
公
約
を
掲
げ
、
公
約
の
実

現
に
向
け
て
誠
意
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
実
施
途
中

の
事
業
も
含
め
て
大
方
実
現
し
て

お
り
、
村
民
福
祉
並
び
に
村
の
振

興
発
展
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
事
業
化
の
め
ど
が

立
っ
て
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、

関
係
当
局
に
粘
り
強
く
折
衝
を
図

り
早
期
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

令
和
３
年
度
の
施
政
方
針

に
村
長
が
公
約
に
掲
げ
た
主
要
施

策
が
予
算
に
反
映
さ
れ
て
な
い
。内

花
公
民
館
の
建
て
替
え
、
モ
ズ
ク

加
工
施
設
の
再
整
備
、
永
代
供
養

施
設
の
整
備
等
を
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
さ
れ
る
か
伺
い
す
る
。

前
田
政
義
村
長

公
約
に
掲
げ
た
政
策
に
つ

い
て
、
当
然
一
つ
一
つ
検
証
し
実

現
さ
せ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で

あ
り
ま
す
。
諸
般
の
事
情
で
な
か

な
か
事
業
化
さ
れ
て
な
い
事
業
は

あ
る
程
度
の
目
鼻
が
つ
き
次
第
芽

出
し
を
し
て
い
き
た
い
。
永
代
供

A

A 養
施
設
に
つ
い
て
、
村
民
並
び
に

郷
友
諸
兄
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ

そ
の
実
現
に
向
け
昨
年
来
墓
地
基

本
計
画
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
は
じ
め
先
進
地
事
例
調

査
や
県
当
局
の
指
導
助
言
を
い
た

だ
く
な
ど
、
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
建
設
環
境
課
長

に
答
弁
さ
せ
ま
す
。

　

次
に
、
モ
ズ
ク
加
工
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
、
築
25
年
が
経
過

し
、か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、再
整
備
に
つ
い

て
は
漁
協
と
意
見
を
交
換
し
な
が

ら
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
漁
協
が
策
定
す

る
浜
活
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
事
業

計
画
が
提
出
さ
れ
た
時
点
で
内
容

を
検
討
し
支
援
し
て
い
き
た
い
。

末
吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

那
覇
市
、
浦
添
市
、
久
米
島

町
が
整
備
、
那
覇
市
民
共
同
墓
を

調
査
し
た
の
で
説
明
し
ま
す
、
お

墓
の
な
い
方
の
遺
骨
の
一
次
預
か

り
、
跡
継
ぎ
の
い
な
い
遺
骨
を
親

族
が
代
わ
っ
て
永
代
供
養
、
遺
骨

を
恒
久
的
に
合
祀
す
る
永
代
供
養

墓
の
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

進
地
の
調
査
を
踏
ま
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
ら
結
果
を
公
表
、
今
年
度

で
墓
地
基
本
計
画
を
策
定
、
そ
の

中
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
委

員
を
委
嘱
、
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

東
江
清
和
議
員

私
も
那
覇
市
環
境
保
全
課

を
直
接
訪
ね
識
名
霊
園
墓
を
調

査
、
永
代
供
養
の
み
な
ら
ず
市
民

福
祉
の
行
き
届
い
た
墓
地
運
営
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
お
墓
は
一

般
的
に
暗
い
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が

想
像
さ
れ
ま
す
が
整
備
に
当
た
っ

て
遺
族
が
参
拝
し
や
す
い
景
観
の

良
い
場
所
を
選
定
し
計
画
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

東
江
清
和
議
員

尚
円
王
御
庭
公
園
の
呼
称

を
村
民
の
殆
ど
の
方
が「
お
に
わ

こ
う
え
ん
」
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
の
が
一
般
的

で
す
。
整
備
当
時「
ウ

ナ
ー
公
園
」
と
名
付
け

さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
が
正
式
な
公
園
名
が

村
例
規
集
な
ど
を
調
べ

て
も「
ウ
ナ
ー
」
表
記
が

探
せ
な
い
。
村
民
が
理

解
で
き
る「
ウ
ナ
ー
」
の

「
ひ
ら
が
な
」
を
追
記
す

べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、村

長
の
見
解
を
伺
い
す
る
。

前
田
政
義
村
長

王
朝
時
代
、
尚

円
王
の
こ
と
を
イ
ハ
オ

オ
加
那
志
と
敬
愛
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
生

誕
５
８
０
年
の
語
呂
合

わ
せ
を
し
て
平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）
12
月
に

尚
円
王
銅
像
を
建
立
し
当
日
に
開

園
、
公
園
の
名
称
に
つ
い
て
歴
史

や
文
化
専
門
の
関
係
者
の
意
見
を

聴
取
し
検
討
し
た
結
果
、
御
庭
公

園
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
根

拠
に
庭
の
こ
と
を
方
言
で「
ナ
ー
」

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

「
ウ
ナ
ー
公
園
」
と
い
う
呼
称
が
相

応
し
い
と
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
私
個
人
の
意
見

と
し
ま
し
て
は
、
公
園
の
名
称
は

「
ウ
ナ
ー
」
と
呼
称
を
明
記
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

A

A Q

Q2

Q3

尚円王御庭公園

Q1
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Q1 教育・文化・スポーツの振興

Q2 消防・防災緊急体制（新庁舎建設）

伊
礼
正
徳
議
員

村
民
対
象
と
し
た
生
涯
学

習
は
特
に
文
化
活
動
や
趣
味
、
レ

ク
活
動
が
近
年
衰
退
し
て
い
る
、

そ
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
伺
う
。

照
屋 

巧
教
育
長

学
校
施
設
等
広
く
村
民
に

解
放
し
て
、
村
民
の
体
力
維
持
及

び
文
化
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る

に
は
村
民
の
意
志
調
査
を
行
う
な

ど
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
講
座
や
研

修
会
の
開
催
の
実
施
を
検
討
す

る
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
支
援
が
必
要
な
の
か
調
査

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

伊
礼
正
徳
議
員

伊
是
名
村
文
化
協
会
を
推

進
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

照
屋 
巧
教
育
長

既
存
の
活
動
団
体
は
村
の

行
事
へ
の
参
加
や
定
期
の
活
動
が

あ
る
か
、
調
査
を
踏
ま
え
設
立
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
調
整
し

て
行
き
た
い
。　

伊
礼
正
徳
議
員

文
化
協
会
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
調
査
さ
れ
た
か
伺
う
。

濱
里 

篤
教
育
振
興
課
長

伊
江
村
が
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
文
化
団
体
や
各
サ
ー
ク
ル
14

団
体
で
構
成
さ
れ
て
、
村
の
補
助

金
を
充
当
さ
れ
て
い
る
。
伊
是
名

村
に
お
い
て
推
進
で
き
る
か
調
査

を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

文
化
協
会
と
は
、
地
域
の

活
性
化
や
文
化
振
興
、
観
光
に
も

大
き
く
資
す
る
活
動
団
体
で
あ

る
。
現
在
、
県
41
市
町
村
中
28
市

町
村
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
北

部
に
は
10
市
町
村
に
設
立
さ
れ
、

伊
是
名
村
と
他
一
村
だ
け
が
設
立

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
歴
史

の
島
文
化
の
島
と
誇
り
に
思
う
村

に
は
特
殊
技
術
を
持
つ
人
材
は
豊

富
で
あ
る
、
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
捉
え
、
新
年
度
か
ら
設
立
に

向
け
て
推
進
計
画
し
て
ほ
し
い
。

伊
礼
正
徳
議
員

消
防
防
災
緊
急
体
制（
新

庁
舎
建
設
）
も
実
施
設
計
段
階
と

聞
い
て
ま
す
。
多
く
の
村
民
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
回
答
さ
れ
利
便
性

を
求
め
た
施
設
に
と
大
き
く
期
待

し
て
い
ま
す
。

⑴
新
庁
舎
の
構
造
と
面
積
着
手
予

定
を
伺
う

⑵
村
県
立
医
療
、
各
種
機
関
施
設

等
を
隣
接
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
と

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う

⑶
緊
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
施
設
に
影

響
は
な
い
か
移
転
計
画
は
な
い

か
伺
う
。

前
田
政
義
村
長

新
庁
舎
は
村
産
業
セ
ン

タ
ー
東
側
用
地
を
予
定
地
と
し
て

実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑴
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建

て
を
想
定
し
て
い
る
。
延
べ

１
５
０
０
平
方
米
。
着
手
は
令

和
３
年
中
に
工
事
着
手
し
た
事

業
は
令
和
４
年
度
以
降
も
地
方

財
政
措
置
を
講
ず
る
観
点
か
ら

着
手
に
向
け
て
調
整
を
図
っ
て

い
く
。

⑵
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
は
具
体
的
な

構
想
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ

ん
。
基
本
設
計
に
お
い
て
消
防

車
庫
、
郵
便
局
移
転
に
考
慮
し

て
配
置
計
画
を
進
め
て
い
る
。

医
療
施
設
等
は
今
後
、
関
係
当

局
と
調
整
を
行
っ
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

⑶
緊
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
離
着
陸
進

入
経
路
が
南
北
と
な
り
、
西
側

の
庁
舎
建
設
に
は
支
障
が
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
移
転
計
画
は
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

⑴
の
着
手
は
新
年
度
か
来

年
度
に
な
る
と
受
け
ら
れ
る
。
財

政
面
も
踏
ま
え
、
取
り
組
み
し
て

ほ
し
い
。

⑵
の
施
設
ゾ
ー
ン
は
消
防
車
庫
や

郵
便
局
は
敷
地
計
画
あ
る
が
村
立

歯
科
診
療
所
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
伺
う
。神

田
宗
秀
企
画
政
策
課
長

具
体
的
に
集
約
す
る
か
ど

う
か
、
医
師
住
宅
に
つ
い
て
も
今

後
議
論
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

伊
礼
正
徳
議
員

⑶
の
緊
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は

新
庁
舎
に
支
障
は
な
い
と
い
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
南
北
経
路
で
は

な
い
。
過
去
30
年
間
に
移
転
の
方

針
が
２
回
程
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

計
画
は
頓
挫
し
た
の
か
伺
う
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

当
時
、
自
衛
隊
か
ら
移
転

で
き
る
箇
所
が
あ
れ
ば
と
、
２
カ

所
予
定
地
を
説
明
会
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
騒
音
が
あ
る

こ
と
で
断
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
今
は
メ
ッ
シ
ュ
や
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
小
型
化
と
な
り
、
そ
れ
ほ

ど
の
騒
音
も
酷
は
な
い
で
す
け

ど
、
現
段
階
で
は
移
転
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

A

A

AA

AA Q1

Q2

QQ

QQ

伊
い

礼
れ い

　正
しょうとく

徳 議員

Q

村庁舎建設予定地（村産業支援センター東側）

役場建設予定地

令和 3 年度 施政方針
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り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

村
内
の
イ
ン
ス
タ
映
え
す

る
場
所
を
含
め
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
観
光

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
連
携
し
て
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
読
み
取
っ
て
携
帯
で
表

示
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
現
在
、

観
光
協
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
看
板
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
現
状
に
追
加
す

る
か
、
全
体
的
な
更
新
を
図
る
か
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。東

江
源
也
議
員

名
称
や
歌
碑
は
意
味
が
あ

る
場
所
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば「
え

に
し
あ
ら
ば
ま
た
も
来
て
み
ん
伊

是
名
島
」
の
歌
碑
を
村
民
誰
も
が

知
っ
て
い
る
ギ
タ
ラ
展
望
台
前
の

方
に
移
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か

と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

前
田
政
義
村
長

い
ま
の
小
学
校
跡
地
前
に

建
立
し
ま
し
た
の
は
、
議
員
や
村

民
の
皆
さ
ん
に
も
、
協
議
を
し
て

も
ら
っ
て
設
定
し
た
場
所
で
あ
り

ま
す
。
移
動
に
つ
い
て
は
関
係
者

の
方
々
の
意
見
も
お
聞
き
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。東

江
源
也
議
員

景
観
の
件
で
す
。
村
道
南

風
原
線
、
仲
里
杜
手
前
の
方
に
な

り
ま
す
。
観
光
道
路
で
す
が
、だ
い

ぶ
前
か
ら
資
材
置
き
場
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
沿
道
は

木
々
な
ど
を
植
え
て
も
ら
っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

前
田
政
義
村
長

確
か
に
仲
里
節
の
歌
碑
や
、

あ
る
い
は
ま
た
伊
是
名
城
跡
を

前
面
に
し
た
場
所
で
あ
り
ま
す
の

で
、観
光
に
来
ら
れ
る
方
、あ
る
い

は
村
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
相

応
し
い
と
は
言
え
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
関
係
者
と
話
し
合
い

を
し
て
、
し
か
る
べ
き
措
置
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
江
源
也
議
員

最
後
に
で
す
け
ど
、
以
前
、

私
が
提
案
し
ま
し
た
尚
円
王
金
丸

の
島
で
の
24
年
間
の
完
結
の
場
所

で
あ
る
ア
ハ
シ
チ
の
浜
整
備
、
こ

の
件
で
村
長
は
以
前
検
討
し
て
い

く
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け

ど
、
ど
の
辺
ま
で
検
討
し
た
の
か
、

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

確
か
に
歴
史
的
な
背
景

が
あ
る
場
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
浜
が
だ
い
ぶ
埋
め
立
て
さ
れ

て
い
ま
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
し
、
ア
ハ
シ
チ
の
浜
と

し
て
の
そ
う
い
っ
た
風
情
が
だ
い

ぶ
損
な
わ
れ
て
い
る
点
も
あ
り

ま
す
。
今
後
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、教
育
委
員
会
と
か
、関
係
者
の

方
々
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

Q観光産業の振興

東
江
源
也
議
員

流
行
り
の「
イ
ン
ス
タ
映

え
」
を
狙
っ
て
写
真
写
り
の
い
い

看
板
等
な
ど
の
設
置
を
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

前
田
政
義
村
長

各
観
光
施
設
の
案
内
板
不

備
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
受
け
入
れ

体
制
等
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
も

あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
村
さ
れ
る
方
々
が
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い

A

A Q

A

A

QAQ

Q

東
あ が り え

江　源
も と

也
な り

 議員

観光客に人気のスポット「神の岩座（通称）」
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Q農村公園の再整備と
芝刈り機の購入補助

宮
城
義
秀
議
員

　

農
村
公
園
の
再
整
備
と
芝

刈
り
機
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
。

本
村
の
農
村
公
園
は
昭
和
60
年
度

以
降
に
各
種
事
業
に
よ
り
整
備
さ

れ
、
既
に
30
年
以
上
経
過
し
て
い

る
公
園
も
あ
り
、
ト
イ
レ
や
休
憩

所
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
設
備
が

劣
化
し
、
危
険
な
箇
所
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、再
整
備
及
び
修
繕
、そ

し
て
仕
事
帰
り
等
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
整
備
で

Q

き
な
い
か
。
ま
た
乗
用
型
の
草
刈

り
機
を
補
助
し
区
民
の
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
地
域
交
流
の
場

と
し
て
よ
り
利
用
さ
れ
る
き
れ
い

な
公
園
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

農
村
公
園
が
整
備
さ
れ

た
当
時
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
い
ま

で
は
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
や
む
な

く
そ
れ
に
代
わ
る
べ
く
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
村
と
し
ま
し
て
は
、

修
繕
可
能
な
施
設
や
器
具
等
に
つ

い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
手
当

て
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
乗
用
型
芝
刈
り
機
購

入
補
助
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
乗
用
型
芝

刈
り
機
は
補
助
対
象
外
と
な
っ
て

お
り
、
村
単
独
で
は
対
応
が
難
し

い
面
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
ご

質
問
に
沿
う
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

は
、そ
の
名
称
の
変
更
も
含
め
、他

の
メ
ニ
ュ
ー
が
存
在
し
な
い
か
、

全
庁
的
に
所
内
で
横
断
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
な
お
、
修
繕
に
つ
い
て
は
予

算
の
確
保
を
財
政
側
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
芝
刈
り

機
に
は
価
格
帯
と
申
し
ま
し
ょ
う

か
、
80
万
円
か
ら
１
５
０
万
円
ま

で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
補
助
対
象

外
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
調
達
に
つ
い
て
は
、
企
画

政
策
課
お
よ
び
総
務
課
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

こ
れ
か
ら
の
老
人
福
祉

と
、
そ
れ
か
ら
部
落
の
活
性
に
は

大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
村
長
の
施

政
方
針
に
掲
げ
た
政
策
が
う
ま
く

で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
き
れ
い

な
村
づ
く
り
、
字
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
頑
張
り

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

今
後
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
に
公
共
施
設
等
の
総
合
管

理
計
画
を
い
ま
策
定
、
見
直
し
し

ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
も
各
区
長

さ
ん
か
ら
の
要
望
と
か
、
聞
き
取

り
を
行
っ
て
、
こ
の
中
で
ま
た
年

次
的
に
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

の
も
含
め
て
計
画
が
策
定
で
き
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
整

備
に
つ
い
て
は
、
い
ま
農
林
水
産

課
長
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
活
用
で
き
る
事
業
を
い
ま
探
し

て
、
も
し
、
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

各
集
落
の
度
合
い
を
見
て
、
年
次

的
に
整
備
で
き
る
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

A

A Q

A

宮
み や

城
ぎ

　義
よ し

秀
ひ で

 議員

整備から30年以上。危険な箇所が目立つ農村公園
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Q商工・観光業
村花のサンクバーナの育苗施設

潮
平
そ
の
み
議
員

村
長
は
、
特
産
品
の
開
発

や
園
芸
振
興
を
図
る
た
め
、
協
議

会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
進
捗
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

１
、ど
う
い
っ
た
特
産
品
か
。

　

２
．伊
是
名
山
森
林
公
園（
チ
ヂ

ン
山
）
の
周
辺
に
自
生
す
る
ク
チ

ナ
シ
の
花
及
び
サ
ン
ク
バ
ー
ナ
の

育
苗
施
設
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の

進
捗
。

　

３
．
令
和
元
年
９
月
定
例
会
に

お
い
て
チ
ヂ
ン
山
展
望
台
に
つ
い

て
村
長
は
、
修
復
可
能
か
ど
う
か

の
調
査
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
の

か
を
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

令
和
元
年
10
月
に
設
立
し

た
伊
是
名
村
６
次
産
業
化
地
産
地

消
等
推
進
協
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
、
協
議
会
は
１
回

開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
協

議
会
の
目
的
は
、
直
接
的
に
特
産

品
を
開
発
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
広
報
誌
等
を

活
用
し
た
地
産
地
消
料
理
レ
シ
ピ

の
掲
載
、
地
場
産
物
を
利
用
し
た

料
理
教
室
開
催
、
商
品
開
発
検
討

会
開
催
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
ク
チ
ナ
シ
や
サ
ン
ク

バ
ー
ナ
等
を
移
植
、
増
殖
す
る
た

め
の
育
苗
施
設
は
、
必
要
な
施
設

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

以
降
の
北
部
振
興
事
業
で
取
り
組

み
で
き
な
い
か
、
関
係
当
局
に
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
チ
ヂ
ン
山
の
展
望
台
に
つ

い
て
。
こ
の
度
、
県
か
ら
許
可
が

得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
撤

去
費
用
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

潮
平
そ
の
み
議
員

商
品
開
発
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
運
営
委
員
と
は
別
に
農

家
さ
ん
や
主
婦
な
ど
、
多
様
な
ア

イ
デ
ア
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
新

た
に
入
れ
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

生
産
関
係
側
、
事
業
者
関

係
側
の
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
い
な

い
の
か
な
と
い
う
印
象
は
私
も
受

け
て
お
り
ま
す
。
新
た
に
そ
う
い

う
生
産
に
携
わ
る
側
の
方
々
も
メ

ン
バ
ー
に
入
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

村
民
全
体
の
方
向
性
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
ほ

し
い
。
モ
ズ
ク
だ
っ
た
ら
、
ど
ん

な
特
産
品
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う

な
食
べ
方
と
か
そ
う
い
う
ア
イ
デ

ア
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

い
ろ
ん
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
資
料
を
準
備
し
、
そ
の
協
議

会
で
い
ろ
い
ろ
内
容
に
つ
い
て
精

度
を
高
め
て
い
く
と
い
う
組
織
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
順
次

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

こ
れ
か
ら
開
発
す
る
特
産

品
と
し
て
、
何
か
他
に
検
討
し
て

い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

方
向
性
、
あ
る
い
は
品
物

が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
村
が
新
た
に
購
入
す

る
機
材
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

潮
平
そ
の
み
議
員

次
に
伊
是
名
山
森
林
公
園

の
例
え
ば
挿
し
木
、
こ
れ
か
ら
の

時
季
花
が
満
開
し
ま
す
け
ど
、
今

後
、
伊
是
名
村
に
観
光
客
も
誘
致

で
き
イ
ン
ス
タ
映
え
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
の
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

事
業
化
と
同
時
に
村
内
個

人
に
増
殖
を
頼
ん
で
、
主
管
課
で

増
や
す
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど
も

や
っ
て
お
り
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

チ
ヂ
ン
山
展
望
台
で
す

が
、
新
し
く
修
繕
で
き
る
よ
う
な

形
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

県
か
ら
耐
用
年
数
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
再
整
備
と
い
う

補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
と

い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、い
ま
あ
る

状
態
で
手
す
り
は
ち
ょ
っ
と
傷
み

の
状
況
を
見
て
判
断
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
テ
ー
ブ
ル
か
ら
基
礎

部
分
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
上
の
危

険
箇
所
を
撤
去
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
で
、
令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

潮
し お

平
ひ ら

そのみ 議員

Q

Q

Q

A

A

A

A

Q

A Q

QA

老朽化した展望台

9 No.170  2021年６月



　実に45年の歴史をもつ議会だより。
その記念すべき第1号は昭和51年４月
15日に“創刊号”と題し、B４サイズ片
面一色の４枚綴りからスタートしまし
た。その翌年には冊子へ。その更に翌年
にはカラー写真の挿入と年々進化し、議
事結果や時には島内の話題などを盛込
みながら、村政と議会と村民を結ぶ役割
を果たしてきました。
　長年の村民の皆さまの購読とご支援
に心より感謝しております。今後とも伊
是名村議会だよりを紙面でも画面でも
お楽しみください！

「議会だより」が
スマホでも読めるんです！

議会録
ページ

議会だより
ページ

伊是名村議会だより 検索

Ｑ　「勢理客区はお店がありません。売店を設置
するお考えはありませんか？村長！」

　　「コミュニティーの場がなく困っておりま
す！」

Ａ 「区の方から要望があがり次第協議をすすめ
ます」

　これは、去年の子ども議会でのやり取りの一
部。
　村執行部と対峙したのは、東江鈴さん、当時
中学3年生。傍聴人も議場に入りきれないほど
の人だかり。12名の子供たちの凛とした姿に、
初心に帰る自分がいました。
　村民の困りごとを聞き、村政に反映されて結
果が出るには時間がかかりますが、いざ実現す
ると「シタイヒャー！」とその達成感が更に意
欲をかきたてます。
　今年で3回目となる子ども議会も楽しみだ
と、こどもの日に思いを馳せる。

議長　宮城 安志

記念撮影

子ども議会に向けて勉強会の様子

ご存知
ですか

？

議長のつつぶぶややきき 伊是名村議会議長の宮城です。村議会というと堅いイメージが
あると思いますが、楽しいエピソードやほんわかするお話しも
あるんですよ！ 議員の奮闘ぶりもお伝えできたらと思います。

検索してね！

いぜな議会だよりは昭和
51年４月15日に創刊
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ザ・学生Ⅱ
vol.24

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹
介するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立浦添
工業高等学校と沖縄県立那覇国際高校に通う皆さんです。

　

小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
恵

利
菜
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン

を
活
か
し
た
仕
事
を
す
る

こ
と
を
夢
み
て
浦
添
工
業

高
校
の
デ
ザ
イ
ン
科
に
進

学
し
ま
す
。

　

高
校
生
活
は
お
兄
さ
ん

と
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
学
校

で
は
知
り
合
い
が
い
な
い

中
、
ま
ず
は
慣
れ
る
こ
と

に
力
を
入
れ
ま
す
が
、
人

見
知
り
の
性
格
か
ら
な
か

道
に
進
む
か
ど
う
か
検
討

中
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

島
か
ら
旅
立
つ
後
輩
た

ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
す
る
と
「
何
事
も
最
初

が
肝
心
。
積
極
的
に
人
に

話
し
か
け
、
環
境
に
慣
れ

る
努
力
を
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、

勉
強
面
で
は
１
年
生
の
時

は
受
験
か
ら
解
放
さ
れ
て

気
が
抜
け
て
い
る
と
思
う

け
ど
、
１
年
生
の
時
に
集

中
し
た
ほ
う
が
い
ろ
ん
な

可
能
性
が
出
て
く
る
の
で

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

那
覇
国
際
高
校
に
進
学

し
た
き
っ
か
け
は
姉
二
人

が
通
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

と
、
県
内
有
数
の
進
学
校

な
の
で
、
医
療
関
係
に
進

み
た
い
と
い
う
夢
に
近
づ
け

る
と
考
え
進
路
を
決
め
た

な
か
友
人
が
で
き
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
席
近

く
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち

が
話
し
か
け
て
く
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
徐
々
に

友
人
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
も
活
躍
を
見
せ
、

入
学
か
ら
半
年
が
経
つ
こ

ろ
に
は
楽
し
い
と
感
じ
る

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
バ
レ
ー
部

に
所
属
し
、
仲
間
た
ち
と

楽
し
み
な
が
ら
学
校
生
活

を
過
ご
し
ま
す
。
学
び
で

は
デ
ザ
イ
ン
科
な
ら
で
は

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢

れ
る
制
作
物
に
取
り
組
み
、

ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
小
物
づ

く
り
や
ク
ラ
フ
ト
表
現
、

陶
芸
な
ど
に
も
挑
戦
し
ま

す
。
現
在
は
卒
業
作
品
の

制
作
物
と
し
て
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
の
商
品
開
発
を

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
現
在

学
ん
で
い
る
こ
と
と
は
少

し
違
い
ま
す
が
、
調
理
の

道
を
志
し
て
専
門
学
校
に

進
学
す
る
か
、
警
察
官
の

そ
う
で
す
。

　

学
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
お
姉
さ
ん
が
住
ん
で
い

る
ア
パ
ー
ト
で
共
同
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
家
事

を
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
き

つ
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
良

い
経
験
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。
学
校
で
は
知
り
合

い
が
誰
も
い
な
い
状
況
の

中
、
ま
ず
は
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
積
極
的
に
話
し
か
け

て
友
人
を
つ
く
り
ま
す
。

「
私
は
あ
ま
り
人
見
知
り

し
な
い
性
格
な
の
で
、
自

分
の
席
の
前
後
の
人
た
ち

に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
」

と
学
校
生
活
を
楽
し
む
こ

と
を
意
識
し
て
友
人
づ
く

り
に
励
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
部
活
動
で
は
ダ
ン
ス

部
に
所
属
し
ま
す
。
那
覇

国
際
高
校
で
は
盛
ん
な
部

活
で
60
人
ほ
ど
が
所
属
し

て
い
る
時
期
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
３
年
間
部
活
動

に
励
み
、
忙
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
を
た
ず
ね
る

沖縄県立浦添工業高等学校
（３年生）

名嘉恵利菜さん（内花）

沖縄県立那覇国際高校
（３年生）

末吉ほしなさん（伊是名）
名嘉恵利菜さん

末吉ほしなさん

と
、
大
学
へ
の
進
学
は
決

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

ど
の
大
学
に
す
る
か
悩
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
将

来
は
医
療
関
係
の
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
医
療
は

人
に
役
立
て
る
仕
事
の
中

で
一
番
身
近
に
感
じ
ま
し

た
。
人
の
役
に
立
つ
仕
事

が
し
た
い
」
と
い
う
夢
に
向

か
っ
て
希
望
大
学
を
決
め

て
い
く
そ
う
で
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
す
る
と

「
生
活
面
で
は
実
家
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
ほ
う

が
い
い
。
ま
た
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
て
、
早
寝
早
起
き

を
実
践
し
て
、
自
分
の
有

意
義
な
時
間
を
作
り
出
す

努
力
を
す
る
と
将
来
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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「昨今の挨拶」

　街中がコロナ対策で顔にマスク。遠くから手を上げ、お互い会釈。さて「誰だったか

な〜？」思い出すのに時間がかかる。以前は体調不良や人前でのマスクは非常識と思わ

れがちでしたが今では常識となった。

　そんな昨今においても挨拶を欠かさない島民の繋がりは大切な財産である。

　ところでテレビのコロナワクチン接種、注射針の長さが非常に気になる。

　コロナは厄介、一日も早い終息を願いたい。　  広報調査特別委員　東江清和

編集
後記

おはよう

議会の動き 令和3年3月～ 5月

3月 2日（火）

9日（火）
12日（金）

4月 2日（金）

7日（水）
8日（木）

15日（木）

16日（金）
23日（金）

27日（火）
5月11日（火）

12日（水）

13日（木）

14日（金）
19日（水）

・北部広域市町村圏事務組合議会
　第57回定例会（議長・局長）
・北部市町村議会議長会
　第4回定例総会（議長・局長）
議会運営委員会
令和3年第1回伊是名村議会定例会
～ 3月17日（水）
・公事清明祭（議長）
・伊是名村教職員顔合わせの会
伊是名中学校入学式（議長）
伊是名小学校入学式（議長）
モズク拠点産地認定記念グラウンド
ゴルフ大会

町村議会事務局長連絡会議（局長）
令和3年度沖縄振興拡大会議（web会
議）（議長）
広報委員会
令和3年度 北部町村議会
第１回理事会・定例総会（議長・局長）
町村議会常任委員長・副委員長実務
研修会（総務・建設 常任委員長）
沖縄県町村議会事務局職員研修会・
定期総会、職員研修会（局長）
新任職員研修会
広報委員会

　あなたも「わたしの好きな伊是名
島！」に写真を載せてみませんか？
お手持ちの島の貴重な写真や島ら
しいほほ笑ましい写真、ぜひ紹介し
てほしい写真などがございました
ら、議会事務局または議員、担当職
員までご連絡ください。

TEL0980-45-2003
問い合わせ先 伊是名村議会事務局

＃わたしの好きな伊是名島
でも同時募集中！！

2021年3月、太陽が昇りだした午前6時30分ごろ撮影。千原（せんばる）の
朝霧。この時季の早朝、わずかな時間しか見ることができない希少な現象

※なお、人物の映り込む写真については、本
人または保護者の同意があるものに限らせ
て頂きます。

伊是名島の写真

大募集！！

12伊是名村議会だより
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